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カウンシルの
講師に聞く by Tony Clark & Peter Brereton

IELTSで最も難関だと言われるリーディング・セクション。

本文の効率的な読み方から解答へのアプローチの仕方まで

今すぐ役立てたい解答テクニックを紹介しよう。

テスト本文の効率的な読み方
　IELTSのアカデミック・モジュールのリーディング・セク
ションは、新聞や雑誌の記事から３つの文章が出題され、60
分間で合計40の質問に答えます。おそらく、リーディング
は IELTSのなかで最も難しいセクションだと言えるでしょう。
急に高いバンド・スコアを取ることができるような魔法が存在
するわけではありませんが、日ごろの学習の成果を最大限に生
かせるような、効率のよい解答法があります。ここでは、それ
を紹介していきましょう。
　みなさんは普段英語の文章をどのように読んでいるでしょう
か。最初から一語一語追って、すべての文を理解しようとして
はいませんか？
　IELTSのリーディングでは、「質問に答える」ことを目標に
読み解きます。したがって、質問に関係のないところは、読み
飛ばしてかまいません。大事なことがどこに書かれているかを
見つけ、そこを集中的に読み込むのです。これはすでに、みな
さんも日本語でやっていることです。
　自分がいつも日本語の新聞や雑誌をどのように読んでいるか
を思い出してください。知らない言葉が出てきたとき、気にせ
ずに読み飛ばしているのではないでしょうか。IELTSのリー
ディングでもそれと同じことをすればいいのです。

本文と質問、どちらを先に読む？
　よく、「本文を先に読むのがいいか、質問を先に読むのがい
いか」と聞かれますが、どちらがいいか決まっているわけでは
ありません。どんなことが書かれているかを知るために、質問
を読む前に本文にざっと目を通す（Skimming［スキミング］
をする）人もいれば、まず質問を読んで、その答えを見つける
ために本文を読む人もいます。
　文章を読む力が高い人は、Skimmingをせずに本文を読み、
すぐに答えを見つけることができるかもしれませんが、読解力
にまだ自信がない場合は、まずSkimmingをしてみましょう。
どちらが自分に合っているか、問題集などを使って両方の方法
を試してみるといいでしょう。
　それでは、ざっと本文に目を通し要点をつかむSkimming
の方法を紹介しましょう。
　最初に、見出しや図表などを見て、本文のテーマが何である
か予測します。次に、最初の段落に目を通してみましょう。こ
こには、本文全体の概要が書かれていることが多いので、まず

それを把握します。そして、Skimmingのテクニックを使い、
第２段落以降を読みます。
　Skimmingとは、文章の一言一句を読むことなく、大事な
ところだけに注目して、文章全体を把握するためのテクニック
です。まず、段落の中のtopic sentence（トピック・セン
テンス）に着目します。その段落に何が書かれているかを簡潔
に告げる文で、多くは段落の冒頭に置かれています。それ以外
はざっと読み、その段落に何が書かれているかを把握しましょ
う。スピーディーに読み進めることが大切ですので、すべての
語句を読み理解したい、という誘惑には打ち勝たなければなり
ません。
　Skimmingによって各段落に何が書かれているかをおおま
かに把握したら、次に、質問に目を通し、本文の中から何を見
つけなければならないかを理解します。例えば、次のような質
問があったとします。

‘In what year did the Titanic sink?’
（タイタニック号が沈んだのは何年でしょうか？）

　この質問に解答するためには、本文の中から、年について書
かれている部分を探します。これを、Scanning（スキャニ
ング）と言います。Scanningとは、あらかじめ探すべき内
容を決め、文章に目を通しながら、目的とする語句を見つけ出
す作業です。多くの場合、本文では「タイタニック号は○年に
沈んだ」とそのまま書かれているわけではありません。例えば、
次のような説明になっていたりします。

“….the mighty vessel perished on the night of 14th 
April 1912.”
（……巨大な船が、1912年4月14日の夜に消滅した）

　ここでは、mighty vessel（巨大な船）がTitanicを指し
ていることに気づかなければなりません。単にTitanicとい
う語や年を記している語を探すword-spotting（ワード・ス
ポッティング）を行うと、大事な情報を見つけることができな
かったり、読み違えてしまったりする恐れがあるので、必ず前
後の言葉にも注意するようにしましょう。
　最後にそれが書かれている部分をじっくり読むReading for 
detailというテクニックを活用します。読んで字のごとく、質問内
容に該当すると思われる部分を注意深く読み解答する方法です。

質問パターン別の解答アプローチ
　リーディング・セクションの質問にはいくつかのパターンが
あり、それぞれのパターンにあったアプローチの仕方がありま
す。いくつかの例をご紹介しましょう。

　最後に、解答を確実なものにするための、いくつかの心構え
を記しておきます。

１）概要や図表の空欄を埋める
➡本文をScanning

２）各段落の見出しとしてふさわしいものを選択
肢から選ぶ
➡本文の Skimming で要旨を把握し、さら
に細部を読み込む

３）与えられた文について、本文の内容と合ってい
るかどうか、true（合っている）/false（間違っ
ている）/not given（本文に書かれてない）
のいずれかから選ぶ
➡ Scanning によって本文の中の該当箇所を
探し、前後の語句を注意深く読む

４）質問に対して短く答えを書く
➡Scanningで本文の中の関連した個所を探す

５）選択肢の中から正しいものを選ぶ
➡ Scanning によって本文の中の該当箇所を
探し、前後の語句を注意深く読む

●１つの問題に時間をかけすぎてはいけません。
わからなかったら次へ進み、最後に時間があっ
たら見直しましょう。

●リーディング・セクションには、答えを英語で
書くところがあります。スペルミス、単数・複
数の区別などにも注意しましょう。

●リスニングでは聞きながらメモを取り、最後に
解答用紙に答えを書くための時間が与えられ
ますが、リーディングにはそれがありません。
時間内に解答用紙を埋めることができるよう、
時間配分に気をつけましょう。

●問題集以外にもあらゆる英文を読み、語彙を増
やし、早く読む練習をしましょう。


